
「
よ
か
っ
ぺ
祭
り
」
を
１０
月
２１

日
（
日
）
に
開
催
し
ま
す
。
実
行

委
員
会
で
は
農
産
物
や
自
社
製
商

品
の
販
売
、
バ
ザ
ー
・
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
、
そ
の
他
独
自
の
Ｐ
Ｒ

コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
出
店
し
た
い
協

賛
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
出
店
は
可
能
で
す
。

市
民
祭
り
と
し
て
楽
し
い
空
間
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
会
場

を
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ
い
。

参
加
申
し
込
み
…
産
業
振
興
課
商

工
労
政
室
商
工
観
光
班
!
７３
・
０

０
８
９

秋
空
の
下
、

黄
金
色
の
田
園

風
景
の
中
で
稲

刈
り
・
芋
ほ
り

体
験
を
し
ま
し
ょ
う
。
初
め
て
の

方
も
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
…
９
月
１６
日
（
日
）
１０
時
〜

１５
時

※
小
雨
決
行
、
荒
天
の
場

合
は
１７
日
（
月
）
に
順
延

場
所

…
飯
高
地
区
金
原

※
集
合
場
所

は
、
参
加
者
に
後
日
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
定
員
…
先
着
５０
人

参

加
費
な
ど
…
昼
食
代
・
保
険
料
込

み
１
世
帯
千
円

申
し
込
み
…
９

月
７
日
（
金
）
ま
で
に
産
業
振
興

課
農
政
班
!
７３
・
０
０
８
９
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
７２
・
０
０
０
７

Ｅ
メ
ー
ル

s
-n
o
s
e
i@
c
ity.s
o
s
a
.lg
.jp

内
容
…
ワ
ー
ド

（
文
書
作
成
ソ

フ
ト
）、エ
ク
セ

ル
（
表
計
算
ソ

フ
ト
）
を
中
心

と
し
た
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
初
歩
の

初
歩

対
象
…
市
内
在
住
・
在
勤

で
パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
習
お
う
と

す
る
方
（
ワ
ー
ド
）、パ
ソ
コ
ン
で

文
字
を
打
っ
た
こ
と
が
あ
る
方

（
エ
ク
セ
ル
）
開
催
日
…
１０
月
９

日
〜
２３
日
の
毎
週
火
曜
・
木
曜
日

（
各
コ
ー
ス
全
５
回
）
ワ
ー
ド
初

級
コ
ー
ス
…
１３
時
３０
分
〜
１５
時

エ
ク
セ
ル
初
級
コ
ー
ス
…
１８
時
３０

分
〜
２０
時

会
場
…
野
栄
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー

参
加
費
…
１

０
０
円
（
教
材
費
）
講
師
…
野
栄

生
涯
学
習
室
職
員

申
し
込
み
…

９
月
３
日
〜
２１
日
に
野
栄
生
涯
学

習
室
!
６７
・
１
２
６
６
（
平
日
８

時
３０
分
〜
１７
時
１５
分
）、野
栄
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
!
６７
・
１
２

６
４
（
夜
間
・
休
日
）
※
定
員
に

な
り
次
第
締
め
切
り

子
ど
も
に
対

す
る
「
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
」

に
つ
い
て
、
絵

本
の
選
び
方
や

読
み
方
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
講
師

か
ら
読
み
方
に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
講
座

で
す
。

日
時
／
内
容
…
１０
月
４
日
（
木
）

１４
時
〜
１６
時
／
講
演
「
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
ー
選
び
方
と
読
み
方
の

実
践
ー
」、１０
月
５
日
（
金
）
１０
時

〜
１２
時
／
参
加
者
に
よ
る
実
演
と

講
師
の
ア
ド
バ
イ
ス

講
師
…
藤

井
早
苗
氏
（
船
橋
市
・
ふ
じ
い
文

庫
主
宰
）
会
場
…
八
日
市
場
図
書

館

定
員
…
５０
人
（
申
し
込
み
先

着
順
）
申
込
受
付
期
間
…
８
月
２４

日
（
金
）
〜
９
月
２１
日
（
金
）
必

着

申
し
込
み
方
法
…
往
復
は
が

き
（
往
信
）
に
会
場
名
、
住
所
、

氏
名
、
ふ
り
が
な
、
電
話
番
号
、

所
属
団
体
（
団
体
等
に
加
入
し
て

い
る
場
合
）
を
記
入
し
、
（
返
信
）

に
あ
て
先
を
明
記
し
て
郵
送

あ

て
先
…
〒
２
６
０
ー
８
６
６
０

千
葉
市
中
央
区
市
場
町
１１
ー
１

千
葉
県
立
中
央
図
書
館
内
奉
仕
課

問
同
課
!
０
４
３
・
２
２
２
・
０

１
１
６

勤
務
内
容
…
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

で
の
療
育
指
導
・
相
談

応
募
資

格
…
保
育
士
ま
た
は
児
童
指
導
員

の
資
格
所
有
者

募
集
人
員
…
１

人

勤
務
日
数
／
時
間
…
週
２
〜

３
日
／
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分

勤
務
場
所
…
市
民
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
内

賃
金
…
社
会
福
祉
協
議

会
の
規
程
に
よ
る

応
募
方
法
…

９
月
２０
日
（
木
）
ま
で
に
、
履
歴

書
を
社
会
福
祉
協
議
会
へ
持
参
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

!
７３
・
０
７
５
９

募
集
職
種
…
看
護

師

受
験
資
格
…

免
許
取
得
者

申

し
込
み
…
病
院
備

え
付
け
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
事
務
局
へ
提
出

年
齢
…

５０
歳
位
ま
で

募
集
人
数
…
若
干

名

受
付
期
間
…
９
月
３
日
〜
２８

日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）
試

験
な
ど
…
面
談
あ
り

問
匝
瑳
市
民
病
院
事
務
局
庶
務
班

（
匝
瑳
市
八
日
市
場
イ
１
３
０
４

番
地
!
７２
・
１
５
２
５
）

よ
か
っ
ぺ
祭
り

協
賛
団
体
大
募
集

稲
刈
り
・

芋
ほ
り
体
験

パ
ソ
コ
ン
体
験
教
室

受
講
生
募
集

子
ど
も
の
本
の

読
み
聞
か
せ
講
座

マ
ザ
ー
ズ
ホ
ー
ム

臨
時
職
員
募
集

短

歌

小
林
信
夫
推
薦

し
み
じ
み
と
今
あ
る
命
嬉
し
く
て
初
夏
の
日
差
し
を

浴
び
て
歩
め
り

本
田

寿
子

植
木
屋
の
腰
の
ラ
ジ
オ
が
湧
き
て
い
る
野
球
放
送
ホ

ー
ム
ラ
ン
ら
し

戸
村
と
き
子

可
憐
な
る
ほ
た
る
ぶ
く
ろ
の
咲
き
い
る
を
し
ば
し
草

め

刈
り
休
み
て
愛
で
ぬ

中
島

静
代

退
職
後
二
十
年
続
く
会
の
話
題
近
頃
は
も
は
ら
認
知

症
と
な
る

南
波

鹿
子

い
と
こ

疎
遠
な
る
従
姉
に
突
如
逢
い
た
く
て
電
話
を
す
れ
ど

呼
び
出
し
音
の
み

伊
藤
登
美
枝

満
州
の
地
図
に
見
入
る
に
思
い
出
が
走
馬
灯
の
如
く

わ
が
胸
去
来
す

森
川

梅
つ
つ
が

仙
台
に
単
身
赴
任
の
わ
が
息
子
か
の
地
の
気
象
に
恙

な
か
れ
よ

山
!

朝
子

緑
の
芝
生
に
小
さ
な
ボ
ー
ル
打
つ
ゴ
ル
フ
ギ
ャ
ラ
リ

ー
多
く
世
は
平
和
な
り

土
屋

た
か

匝
瑳
市
民
病
院

臨
時
職
員
募
集

募

集
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栗
山
川
を
境
に
上
総
国
と
下
総

国
が
成
立
し
た
の
は
、
６
４
５
年

前
後
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

７
１
０
年
に
都
が
奈
良
・
平
城

京
（
へ
い
じ
ょ
う
き
ょ
う
）
に
移

さ
れ
、
全
国
約
７０
の
国
に
は
現
在

の
県
庁
周
辺
に
あ
た
る
中
心
地
と

し
て
国
府
（
こ
く
ふ
）
が
置
か
れ

ま
し
た
。

下
総
国
の
国
府
は
、
現
在
の
市

川
市
国
府
台
（
こ
う
の
だ
い
）
・

須
和
田
（
す
わ
だ
）
地
域
に
あ
っ

た
と
さ
れ
、
昨
年
の
図
書
館
主
催

「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク
」
は
こ
の
周
辺

を
散
策
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
古

代
上
総
国
の
政
治
・
文
化
の
中
心

地
・
市
原
が
舞
台
で
す
。

上
総
国
府
跡
の
推
定
地
は
２
、

３
か
所
あ
り
、
今
回
訪
ね
る
国
分

僧
寺
（
こ
く
ぶ
ん
そ
う
じ
）
近
く

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

７
４
１
年
、
時
の
天
皇
は
諸
国

に
国
分
僧
寺
と
国
分
尼
寺
（
に
じ

・
あ
ま
で
ら
）
を
造
る
こ
と
を
命

じ
ま
し
た
。
当
時
、
全
国
的
に
疫

病
（
え
き
び
ょ
う
・
天
然
痘
）
が

流
行
し
不
作
も
続
き
、
社
会
不
安

を
鎮
め
る
た
め
の
国
分
寺
建
設
で

し
た
。
奈
良
の
大
仏
で
有
名
な
東

大
寺
が
そ
の
代
表
格
で
、
そ
れ
よ

り
遅
れ
て
上
総
国
分
僧
寺
と
尼
寺

も
建
て
ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
国

分
二
寺
が
全
国
的
に
整
う
の
は
７

７
０
年
か
ら
７
８
０
年
代
に
か
け

て
の
こ
と
と
さ
れ
、
発
願
か
ら
３０

年
近
い
歳
月
が
か
か
り
ま
し
た
。

上
総
国
分
僧
寺
跡
と
国
分
尼
寺

跡
は
発
掘
調
査
さ
れ
、
遺
跡
の
主

要
部
が
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
全
国
有
数
の

規
模
を
誇
り
、
付
属
施
設
を
含
め

た
古
代
寺
院
の
全
貌
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。尼
寺
跡
で
は
、寺
の

入
り
口
で
あ
る
中
門
（
ち
ゅ
う
も

ん
）と
回
廊
が
復
元
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
施
設
を
な
が
め
て
い
る
と
、

１
２
０
０
年
前
の
中
心
地
の
象
徴

で
あ
る
こ
と
が
実
感
で
き
ま
す
。

こ
の
こ
ろ
の
匝
瑳
郡
に
関
す
る

も
の
で
は
、
７
４
１
年
に
磐
室
郷

（
い
わ
む
ろ
ご
う
・
石
室
）
か
ら

奈
良
の
朝
廷
に
送
ら
れ
た
貢
物

（
み
つ
ぎ
も
の
）
の
一
部
が
正
倉

院
に
残
さ
れ
、
こ
れ
が
匝
瑳
郡
に

関
す
る
最
古
の
記
録
で
す
、
磐
室

郷
は
横
芝
光
町
の
小
川
台
周
辺
で

は
な
い
か
、
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
年
代
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
が
、

正
倉
院
に
は
「
匝
瑳
中
村
郷
」
と

記
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
多
古
町

南
中
、
北
中
周
辺
か
ら
送
ら
れ
た

も
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
平
城
京
跡
か
ら
出
土
し

た
木
簡
（
も
っ
か
ん
・
木
片
に
墨

で
文
字
を
記
し
た
も
の
）
か
ら
も

７
０
０
年
代
か
ら
８
０
０
年
代
に

か
け
て
「
匝
瑳
郡
」
と
記
し
た
も

の
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
２
０
０
年
前
の
奈
良
と
上

総
、
下
総
の
交
流
に
思
い
を
は
せ

る
今
回
の「
歴
史
ウ
ォ
ー
ク（
８
ペ

ー
ジ
図
書
館
だ
よ
り
参
照
）」で
す
。

問
八
日
市
場
図
書
館
!
７３
・
３
７
４
６

古
代
上
総
の
中
心
地

国
分
僧
寺
と
国
分
尼
寺

復元された上総国分尼寺中門（市原市）
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川
口
城
司
推
薦

し
ゅ
っ
す
い

出
穂
の
稲
田
た
ち
ま
ち
花
の
咲
き
風
の
折
々
香
気

を
放
つ

熱
田
千
代
子

日
の
照
り
の
強
か
ら
ぬ
う
ち
と
鎌
二
丁
研
ぎ
て
露
お

あ
ぜ
く
さ

く
畦
草
を
刈
る

渡
辺

重
雄

変
声
期
過
ぎ
し
電
話
の
孫
の
声
爽
や
か
に
わ
が
耳
に

響
き
ぬ

石
田

秀
子

俳

句

西
野
棠
雨
推
薦

う
つ
せ
み

す
が

空
蝉
の
縋
る
日
陰
の
竹
箒

吉
野

ヨ
シ

水
打
て
ば
庭
に
殘
れ
る
日
の
匂
ひ

依
知
川
き
よ

え
ん
ち
ゅ
う

し
る
べ
い
し

炎
昼
や
倒
れ
し
ま
ま
の
標
石

伊
藤

さ
く

す
い
ふ
よ
う

醉
芙
蓉
酔
っ
て
候
風
太
郎

高
安
せ
い
子

け
ふ
も
ま
た
灯
ら
ね
家
や
葛
の
花

中
川
ま
さ
子

世
話
役
の
声
ば
か
で
か
し
施
餓
鬼
寺

八
木
佐
久
司

し
お
り

新
刊
の
帯
を
栞
に
走
り
蕎
麦

浜
野

!
志

鳳
仙
花
夕
日
に
燃
え
て
種
こ
ぼ
す

及
川

春
子

川
口
城
司
推
薦

へ
き
れ
き

霹
靂
の
い
つ
か
遠
の
き
冷
や
奴

加
瀬

潔
子

姪
踊
る
「
大
器
晩
成
」
春
舞
台

高
野

操

紫
陽
花
の
雨
や
む
か
し
の
恋
心

佐
藤

晃
子

川

柳

!
梨
果
宝
推
薦

運
命
を
変
え
た
終
戦
薄
れ
行
く

石
毛
惣
一
郎

運
命
は
親
を
残
し
て
息
子
逝
く

佐
久
間
美
智
子

親
の
年
越
え
て
生
き
る
も
運
命
か

常
世
田
や
す
子

人
世
は
良
く
も
悪
く
も
成
る
定
め

森
川

も
と

豆
つ
ぶ
が
ス
タ
ー
マ
イ
ン
に
な
る
火
薬

吉
成
か
え
で

留
守
電
が
続
く
と
安
否
気
づ
か
わ
れ

鈴
木

章
吾

子
の
世
話
に
な
ら
ぬ
老
後
へ
意
地
を
積
み

矢
部

寿
男

順
風
へ
偶
の
挫
折
も
良
い
薬

鈴
木
十
世
志

川
口
城
司
推
薦

母
の
汗
家
庭
菜
園
収
穫
時

及
川

利
道

老
い
の
耳
苦
言
上
手
に
聞
き
分
け
る

嶋
田
テ
ル
子

⑲
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